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これ らを加 えると実 に博物館総数の63%を
占めている。
歴史博物館 といい,歴 史系博物館 というこ
の用語の問題 を詮索 し出すのは余 り生産的な
議論ではないような気 もするが,歴 史系博物












というものについても,も う一度 その概念 を
明確にする必要があるもの とも思った。








料 とは どの ような ものなのだ ろうと考 える
時,歴 史 を考え,語 るために役立つものはす
べて歴史資料 ということであ り,人類の過去



























いて,あ る種 の選択や価値判断が不可避的 に
伴 うといってよかろう。あらゆるものが歴史





言えないであろう。 ところが,事 柄 を複雑に
しているのは,こ のように,と りあえず,あ
るいは手当た り次第集められた資料群 は,し
ば しば どうしようもない資料群で あ りなが
ら,そ の中にある価値基準が用意されれば,
極 めて有効な歴史資料 としての意味を持つ よ
うなかたまりが入っている場合 も決 して少な
くないことである。実に雑多な各種の歴史 ・
民俗資料が,相 当に雑然 としかも所狭 しと並
べられた郷土資料館などが我々の目を引 くの
は,そ の展示や雰囲気がいいからではな く,
そこに見 る資料群 の中にある光 を見いだすか
らに他ならないのである。すなわち,言 葉を
換 えて言えば,実 際の歴史展示ばか りでな く




館の利用者,つ まり社会 に対 して,そ の責任
を負うことになるのである。
ここまでは,こ れまでも繰 り返 し言われて
いる博物館資料論 の焼 き直 しであるといって





例えば,歴 史資料 として最 も一般的な文書
資料を考えてみると,抽象的な関係そのもの







態の ものでは,開 いて示す ことのできる部分
は限られたもので しかな く,往々に してその
文字 はある種の訓練を積 まなくては現代人に









めの展示資料 とな り得るのか。 こういった問
題は決 して理論的に詰められてはいないのが
現状だろう。





できちんと示す ことがで きるか,あ る生産過
程の歴史的な評価 を示す ような展示に応えら
れ るのか といわれれば,問 題 の多い場合が








として位置付 けるのか とい う問題について













主 として視覚によって取 り出させ,構 成 させ
て歴史叙述 として受 け止めさせることが求め
られるといえる。そして,〈もの〉をどう記号
化 し,そ の記号化 したくもの〉をどう関係づ
けさせ,メ ッセージを構成させ るかが,展 示
の技術的側面 ということになる。
ところで,こ の博物館の展示 という伝達形
式 ・表現形式に対 して,上 述の ようなことを
期待するのは余 りにも楽観に過 ぎるという批
判 は古 くか ら提起 されて いる。ユージェニ





が どうにか こうにかある一貫 した表現/
表象的な宇宙 を形づ くるとい う虚構 に
よってのみ支えられている。全体性 に対
して断片を置 き,事物をラベルに,事 物
の連続体 をラベルの連続体 に置 き換 え























のが 主題 とな るような領域 で もあ り,〈も
の〉の配列は,単 なる事実の断片の堆積 しか
示 してはいないという結果 になってしまって
















展示 は有 り得 るし,実際にある。
歴史展示を行 う歴史博物 館を標榜する以
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上,史 観の問題 は避 けて通れない。公平,客
観的な史観なるものも,極 めて特殊 な意味 で
しか存在 し得ない。
この史観の問題,歴 史資料の問題を考 える




厳然 として存在 し,歴史学なる研究領域 もそ
の成立は古い。 しかも,こ こで言 う歴史 は修
辞 としての歴史,つ まり叙述 され る ことに
よって成立するものなのである。
ところで,こ の歴史が人々 にとって,さ ら
には為政者にとっても極めて重要なもの とし
て認識 され るようになるのは,国 家 とか国民
というものが成立 してか らのことではないの
だろうか。 さらには,そ の国家,国 民 を構成






な ど西 ヨーロッパ を見ると,意外なことに明
確 に歴史博物館 と定義で きるものは比較的少
ない。つ まり,既にある種の安定 した国が形
成され,市 民意識が明確に成立 していた地域
では,歴 史博物館 は必ずしも真っ先 に求めら
れた博物館ではない といえそ うである。博物
館の歴史 を見ても,明確な意味での歴史博物
館 というのは,ど うやら後発 的な博物館のよ
うに思える。 ところが,北 欧,ロ シア,東 欧
を始 め,ア メリカ,ア ジア,ア フ リカなど,
18世紀後半 に英仏 で成立 した近代博物館 と
いう概念 を遅れて受 け入れた地域 には,実 に
数多 くの歴史博物館 ・歴史系博物館を見いだ
す ことがで きる。これ らの国々が国家 と国民,




確か に今 日,大 英博物館 には歴史展 示が
まった くないわけではないが,そ の創設から
19世紀の後半 までは,自 国の古代 ・中世 を扱
う部門す ら置かれておらず,国 内の考古 ・民




























史は,殖 産興業 ・富国強兵か ら一転 して国家










ぞれかな り際立 った特徴が見て とれそうであ
る。特に近年際立 っているのは,歴史的な遺 一
跡や地域,街 区などを保存 ・修復 し,そ こで
の当時の生活や文化を丁寧に再現 し,来館者







が,そ れぞれの地域博物館 などは,必 ず しも
無理な通史展示にこだわっている様 にも見 え























検討はこれからの ことである。多 くの方々 と
この問題をめぐって意見交換 をする機会を持
ちたいと考 え,敢 えて駄文を弄 した次第であ
る。
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OntheI)efinitionofHistoryMuseum.
YAJIMAKunio
TherearesomanyhistoricalmuseumsinJapan,andthetotalnumberofthemshouldbeover
1,900.Almostofthemshouldsaythattheywouldexhibitahistoryoftheirconcern.ButIhave
adoubtabouttheseexhibitionswhethertheyaresurelydescribinga}Ustory,ormearlyexhibiting
historicalobjects.
Whatistheideaandcharacterof血e垣storymuse㎜?Thispaperwouldpickedupsome
problemsonaboutthedefinitiono緬storymu記㎜.
First,Ishoulthinkaboutthehistoricalmaterialsastheobjectivespecimensformuseum's
exhibitions.Probably,allobj㏄tsofthepastmightbehistoricalmaterials.But,doweknow
whatobjectswouldbeappropriateforexhibitinghistory?Theexhibitionofhistorywouldbe
describinghistorybythearrangementofhistoricalobjectsasasymbolsorsigns.Itwouldnotbe
mearlydisplayingthehistoricalobjects.
Next,Ihaveaninterestwhenandwherethehistorymuseumstarted.Ihavenotyetfirm
conclusion,butIsupposethattheideaofhistorymuseumwouldmakeupratherinthemarginal
statesofwesternEurope.Itshouldbeconcemwithcomingintoexistenceofnationandnational
identityestablishingmodernstatesandworldsystems.
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